
令和 2 年度入学式を校内放送で実施 

  登米高通信 
《目指す生徒像》＝将来にわたって活躍できる土台を備え，地域を支える人材の育成 

 

 

 

 
ブログ等でも随時情報を発信しております。ホームページもぜひご覧ください。 https://tome-h.myswan.ed.jp/ 

 

 

４月８日(水)に第７５回入学式が行われました。新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため式を大幅に簡素化し，校内放送による実施となり

ました。急遽，保護者の方々の参加も見合わせることになってしまいま

したが，多くの保護者の皆様から御理解をいただき，大きな混乱もなく

無事実施することができました。 

式では放送により 佐々木真由美 校長から１０９名の入学が許可さ

れた後，自分の可能性を信じて

充実した高校生活を送ってほし

いと式辞がありました。 

参加できなかった保護者の皆

様のために，式辞全文を掲載いた

しますので，ご一読ください。 

放送室で式辞を読み上げる 佐々木真由美 校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式後のホームルームでは，それぞれのクラス担任から新生活へ向けて

のメッセージがあり，新入生たちは心を新たに登高生活をスタートさせ

ました。翌日から再び臨時休業となり，しばらくは家庭で自学自習の生

活となりましたが，この日からは登高生としての自覚をもって生活して

くれることを願います。 

 

 入学式後のホームルームの様子 

（左上）1 年 1 組 担任 大野淑美 先生 

（右上）1 年 2 組 担任 鈴木郁恵 先生 

（左下）1 年 3 組 担任 大竹史人 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 S
o
c
e
ty

5
.

０
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
日
本
が
提
唱
す
る

未
来
社
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。AI

技
術
の
発
達
に
よ
り
今
後

社
会
の
在
り
方
が
劇
的
に
変
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
求
め

ら
れ
る
人
材
像
、
学
び
の
在
り
方
も
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
。
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
の
到
来
に
向
け
て
学
校
教
育

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
人
間
と
し
て
の
強
み
」
は
ど
こ
に
あ
る

か
。
こ
の
本
質
的
問
い
に
答
え
る
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
大
き
な
期
待
と
そ
の
一
方
で
少
し
の
不
安
を
胸
に
こ
の
入

学
式
に
臨
ん
で
い
る
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
人
生
で
一
度
き
り
の
高

校
時
代
を
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
「
人
間
と
し
て
の
強

み
」
が
何
か
。
高
校
生
活
を
通
し
て
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
際
に
心
に
留
め
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
自
分
の
伸
び
る
力
を
誰
よ
り
も
自
分
が
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
粘
り
強
く
努
力
す
る
気
持
ち
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
、
す
べ

て
の
ス
タ
ー
ト
は
そ
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
目
標
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
努
力
す

る
こ
と
が
「
人
間
と
し
て
の
強
み
」
に
き
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
で
し

ょ
う
。 

こ
の
学
校
で
の
学
習
と
部
活
動
を
通
し
て
実
り
豊
か
な
高
校

生
活
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

現
在
新
型
ウ
イ
ル
ス
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
世
界
的
な
不
安

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
正
確

な
情
報
の
見
極
め
と
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ど
う
か

入
学
生
の
皆
さ
ん
も
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
自
身
と
周
囲
の
健

康
保
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

一
番
大
切
な
こ
と
は
「
命
を
守
る
」
こ
と
で
す
。
自
他
の
命
を

守
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
今
日
の
喜
び
を
忘
れ
ず
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
安
心
安
全
に
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
を
、
心

よ
り
祈
念
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
二
年
四
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
登
米
高
等
学
校
長 

佐
々
木
真
由
美 

 

宮城県登米高等学校 《基本方針》 

◇確かな学力を身に付け，生徒の志望を達成させる 

◇社会人として自立できる人間づくり 

◇生徒 保護者 地域から信頼され，選ばれる学校づくり 

校 訓  誠 実 勤 勉  進 取 令和２年４月号 

４月２４日発行 

《
入
学
式 

校
長
式
辞 

全
文
》 

 

 

暖
か
な
日
差
し
が
桜
の
開
花
を
強
く
誘
い
、
歴
史
と
文
化
薫

る
美
し
い
こ
の
町
が
春
色
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。 

今
日
の
佳
き
日
、
こ
こ
に
令
和
二
年
度
宮
城
県
登
米
高
等
学

校
の
入
学
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。 

 

只
今
、
入
学
を
許
可
い
た
し
ま
し
た
１
０
９
名
の
新
入
生
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て

こ
の
場
に
ご
出
席
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
方
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
在
校
生
、
教
職
員
一
同
、
皆
さ
ん
の
入
学
を
心
よ
り
歓

迎
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
が
入
学
を
果
た
し
た
、
宮
城
県
登
米
高
等
学
校
は
、
大

正
九
年
に
宮
城
県
登
米
町
立
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
設
立
さ

れ
、
以
来
、
諸
先
輩
方
の
崇
高
な
精
神
と
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

時
代
の
様
々
な
変
遷
に
耐
え
、
数
々
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。 

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
校
が
登
米
高
校
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
今
年
で
創
立
百
年
を
迎
え

ま
す
。
大
き
な
節
目
の
年
の
入
学
生
の
み
な
さ
ん
、
自
信
と
誇
り

を
胸
に
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

本
校
は
「
誠
実
」
「
勤
勉
」
「
進
取
」
の
校
訓
の
も
と
、
「
文
武
両

道
」
の
精
神
で
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
人

間
を
育
む
教
育
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
自
主

性
・
主
体
性
を
重
ん
じ
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
将
来
に
渡
っ
て
活
躍
で
き
る
土
台
「
高
い
志
」
と
「
意
思
決
定

力
」
を
備
え
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
誠
実
に
学
ぶ
、
勤
勉
な
活
動
、
進
取
の
気
概
を
持

っ
て
取
り
組
む
と
い
う
、
本
校
の
校
風
に
慣
れ
、
先
輩
が
築
き
上

げ
た
伝
統
の
継
承
者
に
な
る
と
同
時
に
、
社
会
の
状
況
の
変
化
に

的
確
に
対
応
し
た
変
革
を
行
う
、
新
た
な
伝
統
の
創
造
者
と
し

て
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 



お世話になりました 
 

登米高校へようこそ！ 

着任式・始業式は 1 日遅れで実施 

課題は登米高校のホームページに掲載

氏による「登米講座」を開講 

 

 

 

 

 

入学生との同時登校を避けて，始業式は 1 日遅れの４月９日(木)に実

施されました。放送による簡易の着任式と始業式でしたが，自宅待機の

生活を強いられていた生徒たちにとっては，つかの間でも同級生と会う

ことができ，笑顔にあふれていました。春休み中は部活動が禁止となり

校舎も静まりかえっていましたが，この日は久々に生徒たちの元気な挨

拶が飛び交い，活気のある一日となりました。 

 

 

新年度，登米高に着任された８名の先生方です！  （敬称略） 

職 名 氏 名 前 任 校 担当教科 

校 長 佐々木 真由美 迫支援学校  

教 諭 佐藤 和也 登米総合産業高校 英語 

養護教諭 武田 遥加 迫支援学校  

講 師 白鳥 善也 登米高校（非常勤） 国語 

講 師 佐藤 史弥 新規採用 数学 

事務室長 大村 享 県庁危機対策課  

連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 小笠原 友二 塩釜高校  

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 及川 美香 登米総合産業高校  

 

 

 

  
新型コロナウイルス感染症拡大防止

を目的に3月から実施してきた臨時休

業により，行事も相次いで中止・延期

を余儀なくされています。準備期間も

必要なため，4 月の時点ですでに 6 月

までの多くの行事が中止や延期が決定

しています。例年は保護者の皆様の     昨年のＰＴＡ総会の様子 

8 割近い出席をいただいていたＰＴＡ総会も中止となっています。 

臨時休業が明けても通常の再開には時間がかかることが予想されて

おり，さらに影響が大きくなることも懸念されています。登米高校とし

ては，生徒たちの健康と安全を最優先に考えながら，行事の組み替えを

行って参ります。 

 

  中止が決定している主な行事  

 4 月 2５日（土）PTA 総会 

4 月 2８日（火）PTA 総会報告会 

５月９日（土）～10 日（日）支部総体 （※） 

５月１６日（土）進路を考える日① （※） 

 （※）学校再開の場合は，土曜日は週休日とし，月曜日の振休はなし 

  ６月 27 日（土）～２８日（日）支部総文祭 

 

 

 

 ３月２５日（水）に放送により令和元年度の修業式が実施されまし

た。鈴木秀利校長からは式辞として，無形の力としての「知恵」，人生

でできるかどうかより何をしたいのかというチャレンジする心である

「勇気」，そして良好な人間関係を築くための魔法の力がある「笑顔」，

この３つを大切にしてもらいたいとのお話がありました。 

修業式後に続けて離任式も行われ，お世話になった先生方との別れを

惜しみました。 

 

3 月に登米高を転退出された先生方  （敬称略） 

 

 

 

 

臨時休業明けにスムーズに学校再開後ができるように，登米高校では

学習課題をホームページ上に掲載しています。１～２週間を目処に更新

していますので，登米高生諸君はしっかり取り組んでください。 

なお，課題も含めて最新の情報はメールでお知らせしていますので，

生徒・保護者でまだメールが未登録の方はぜひ登録するようにお願いし

ます。登録方法がよく分からない方は，学校までご連絡ください。 

 

 

4 月 17 日(金) ケサランパサラン（？） 

本校の学校評議員である 伊達宗弘 氏が来校さ

れ，幸せのおすそわけとしてケサランパサラン（注）

を寄贈していただきました。数年前に風に乗って飛

んできたものを栽培し，昨年になってようやく立派

な実をつけたとのことです。 

新型コロナウイルスのため暗い話題が多い中，そ

の美しい「妖精の姿」を見て職員室も暫しほっこり

とした気持ちになりました。 

学校再開後に生徒たちにも見てもらうために，図書館にしばらく飾る

ことにしました。 

 （注）ケサランパサランには諸説あります。 

職 名 氏 名 転 任 先 担当教科 

校 長 鈴木 秀利 県教育庁スポーツ健康課  

教 諭 佐藤 啓太 宮城広瀬高校 英語 

養護教諭 熊谷 樹梨 金成支援学校  

講 師 道家 智之 退職 数学 

事務室長 高橋 秀一 石巻好文館高校  

非常勤講師 杉山 操 退職 英語 

非常勤講師 佐藤 拓摩 気仙沼市立松岩中学校 体育 

連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 中川 義二郎 退職  

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 滝川 雅啓 小・中学校へ  

修業式・離任式を同日実施 
 


